
































今回，研究成果を発信する場とした国際研究大会 STEM（Science, Technology, Engineering 
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・日 時  2016 年 10 月 26 日（水）～28 日（金）（３日間）
 ・テーマ  「インフォーマルとフォーマルの STEM 教育をつなぐ」
 ・発表件数 基調講演４件，発表 68 件（論文 45，ポスター12，ワークショップ 11）
・大会日程
・基調講演
  １．Dr. Marcia C. Linn：カリフォルニア大学バークレー校（アメリカ）
   「STEM の教授と学習を改善するためのテクノロジーの進歩の活用」
２．Dr. Qian Fu：北京師範大学（中国）
   「ものづくり教育のためのオープンソフトウェアの開発と適用に関する研究」
３．Dr. Shirley Simon：ロンドン大学教育研究所（イギリス）
   「STEM を選択するか否か：STEM で若者に人生の選択を促すもの」
４．Dr. Maija Aksela：ヘルシンキ大学（フィンランド）
   「数学，科学，テクノロジーの教育を促進するフィンランドの LUMA モデル」
基調講演では，各国の研究者から今後のSTEM教育研究に資する様々な提案がなされた。 
アメリカの Dr. Linn 氏は，自身が中心となって 1990 年代から研究を進めてきた，科学を
学ぶためのWebベースの統合的学習環境を構築するプロジェクトである，WISE（Web-based 
Inquiry Science Environment）の紹介を行った。そして，WISE の知見が STEM の教授，学
習の活動をより動機付け，効果的にする可能性について言及した。
中国の Dr. Fu 氏は，開発したプログラミングのためのオープンソフトウェア“Mixly”の
概要と，それを活用した中国国内での実践の様子及び効果について述べた。
イギリスの Dr. Simon 氏は，生徒の進路選択に関わる要素の分析を踏まえ，STEM 分野
の進路へ生徒の興味･関心を引きつけていくための具体的な方策として，イギリス国内にお
ける化学教育を中心とする実践，及びヨーロッパでの取り組み（MultiCo）を提示した。
Dr. Aksela 氏は，フィンランドで 1996 年から実施されている，３～19 歳の青少年と教師
（養成段階を含む）に対する数学，科学，テクノロジーの教育を促進する取り組みである，








（60 分），ポスター発表（80 分）の枠組みで実施された。発表内容には，STEM に関わる
科学教育，数学教育，技術教育や情報教育の教育実践，STEM における教育工学，教師教

























































催している。STEM2016 において発表した論文“A STEM Experiment to Establish Female High 
School Students as “RIKE-JYO””は，平成 26 年度女子高生向け体験科学講座（主催：広
島大学男女共同参画推進室）で実践したコース「LED で電気と光を体験しよう」について
まとめたものである。当日は女子高校生８名がコースに参加した。






















































WISE web-based inquiry science environment，https://wise.berkeley.edu/
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